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東海・北陸ブロック

1日目　講義①と演習　「制度の対象者の確認、２つの目標、８つの基本姿勢、５つの支援の形、３つの倫理について」

自分たちが行っている支援は命を守る支援であり、とても重要な部分を担っていることを再認識できた。よく言われる「断らない支援」の意味、大切さを考え
させられた。また、自身が制度に対する理解を深めることで、他者に説明するスキルがあがったように思う。

断らない支援により、経済的な面だけではなく、孤立を防ぎ、命を守る支援であることを忘れず、常に心に留め支援に当たりたいと思った。

3つの基本倫理を置き去りにして自立の為に自分の価値感を押しつけてしまっていた。1人体制で忙しいことを言い訳にしていた。壁に貼りひとり朝礼で毎朝
唱えている。

支援の中でも何を中心に置くのか、軸とするのかを改めて考える機会になり参考になりました。

1日目　講義②と演習　「生活困窮者自立支援を通じた地域づくりの考え方」

地域づくりという言葉に今までピン来ていなかったが、喫茶店やショッピングモールの店員が世帯の困難に気付く事があるとの話が印象的だった。地域的に喫
茶店が多いので何か創ることができないかと感じた。

「あれば使う、なければ創る」好奇心を持って社会や地域のこと、人に目を向けてみる。停滞するのではなく小学校でのコミュニティスクール、フードドライ
ブなど地域課題へのアプローチから輪を繋げることが出来れば、身近なところから広げることが出来るのではないかと思いました。

他機関につないで完結しているケースが多々あり、つなぎっぱなしで終わることなく、つなぎ戻しすることで、支援の進展、連携になるといった点はさっそく
実践できたらと思う。

自分の暮らす町にどんな課題があるのか？「支援する側・される側」を越える、ウィンウィンになれる取組はないのか！という事を意識し、自分の町でアンテ
ナを張ることも大切な視点なんだなと思った。

1日目　講義③と演習　「支援員としての成長、専門性の形成を考える」

キャリアサーフを活用し、立ち止まる（振り返る）時間を大切にし、支援対象者がやる気になった（波がきた）タイミングで支援する（波に乗る）ことを意識
していきたいと思いました。また様々な視点から自己理解を深めることで、自分の支援の振り返りを行いたいと思います。

自分に余裕がないと立ち止まる時間の大切さに気付かず相手を追い詰めることになる。行き来することは右往左往でなく余裕と位置付けることにする。何度も
行き来することは振り返るために必要なプロセスであると考えてみたいと思った。

より良い支援のためには、自身のメンタルや職場環境も大きく影響することを学び、今後は、より良い環境づくりに努めていきたい

1日目　講義④と演習　「支援員を支える仕組み～チーム支援と支援員のメンタルヘルス」

支援員のセルフケアや職場全体でのケアと育成システムにだけ焦点を当ててきたが、もっと広い視点で環境を見直してい行きたいと思いました。

支援者が受けるダメージは個人に起因しているものばかりではない。支援者が安心して働ける環境づくりに業務として取り組んでいく必要がある。

相談の共有で共感疲労やバーンアウトを防ぐ。心理的に安全な職場にしたい。

2日目　事例検討の内容

一つのケースに対して、自立支援、就労支援、家計改善支援、居住支援、子ども支援という異なった観点で関わることで、対象者の課題を多面的に捉えること
ができる。たとえ、チームの人員が限られるとしても、総力を上げてケースに取り組む必要性を強く感じた。

立場が違うとみる視点、関わる第一歩が変わってくることが分かりました。常に2人体制で面談が叶う支援機関もあると聞きましたが、現実はそうは行かず。
面談後に別の支援員に報連相含め話をすることによって、相談者さんと別の視点をもち関りを深めることが出来るのではないかと感じたため、今後活用してい
きたいと思います。

事実の確認ばかりで「もしかして」という妄想をあまり膨らませることができていなかったので、今後はもっと妄想を膨らませたうえで、思い込みや決めつけ
にならないように気を付けながら支援の幅が広がるように思考を広げていきたいと思います。どのような事例でも動機づけの方法は複数あり、支援員によって
アプローチ方法が異なることを実感することができて、視野を広がりました。事業所内の他の相談員と積極的に意見を交わしあうことを実践していきたい。

事業別でも学べたことで、いろんな視点からの支援について考えるきっかけとなった。また改めて支援する中で地域作りは大切だと思った。

2日目　事例検討の進め方

他事業の支援員を同じ班において、一度専門の事業ごとに集まって、その情報をまた最初の班に戻って話すやり方は新鮮だったし、とても効果的だったと思っ
た。班の人以外の意見をもっと聞きたいとは思ったし、自分の選択した事業の講師以外の講師とも意見交換できればありがたいと思った。

就労・家計・自立等のそれぞれの立場で見る視点が違うところに気づきがありました。第一線で活動されているため、意見等が間髪入れず聞け、事例検討でき
たことが良かったと感じています。職歴が長い人に関しては、支援が固まってくるようです。

事業別の事例検討を行った後に全体に戻ったことで、個別事業それぞれの視点を持ちよる方法を体験できてよかった。自分の事業所内では複数事業を受託して
いるが、縦割り傾向が強いため、各事業間の連携の参考としていきたい。

1つのグループだけではなく、事業ごとのグループでも話ができ、より多くの方と意見交換することができてよかった。猫を飼っている、生活保護拒否など、
実際によくあり、また支援をしていくなかでもネックになるポイントが盛り込まれており、事例検討の中で出た内容は実際の支援にも活かすことができそうで
参考になった。

全体通しての感想・意見

意見交換やグループワークの時間が多く、各講師の講義も分かりやすかった。今まで参加してきた研修の中でも印象に残る非常に有意義な研修だった。

あらためて自分自身を振り返るとても良い機会になった。他県の人たちも同じ悩みや課題を抱えていることが共有できて気持ちが少しすっきりした。自分がや
りたいけれど出来ていないことがはっきりわかり、目標ができた。

何年もたつと聞く機会が少なくなる内容や広い目をもつ事や考えすぎない事、相談者ファーストであった事、を改めて確認する事ができました。実践に生かせ
るように努めたいです。自立と尊厳を忘れない様にしたいです。
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近畿ブロック

1日目　講義①と演習　「制度の対象者の確認、２つの目標、８つの基本姿勢、５つの支援の形、３つの倫理について」

相談員として何を一番大切と考えるか？、また、その理由について、グループで話をすることで、より深めることができました。グループの4人中3人が「信
頼関係の構築」で、もう一人が「継続」で、自身の取り組む気持ちが新たになりました。

8つの基本姿勢、5つの支援の形、3つの倫理について改めて確認する機会になりました。最も大切にしている項目について各々で考えグループで話し合い、支
援員それぞれが何を大切にして支援されているかよくわかり、現場でも一緒に働く同僚にも確認しながら支援に入れるとより良いと思い、活用したいと思いま
した。

チームアプローチの展開は参考になりました。そして、横の繋がりや福祉資源の開発が必要と感じる事ができました。

個別的支援は、パターンに当てはめず.一つ一つ丁寧に適切なサービスを探せるよう努力したいと思いました。「あれば使え、なければ作れ。」ですね。

1日目　講義②と演習　「生活困窮者自立支援を通じた地域づくりの考え方」

地域のネットワークを強化することで、生活困窮者の早期発見や見守りが大切だと言う講義で、地域つくりも今以上に考えていきたいと思った。機関のつなが
りも大切にしていきたい。

地域づくりというとゼロから作り出さないといけないと思い込んでいたが、振り返ってみると本市にも活用できる社会資源がたくさんあることに気付けた。

わたしのまちの地域づくりの「芽」を気づかず踏み歩いている状態。たくさんの芽をみつけるために関係機関だけではなく、よりよい地域づくりのため地域の
人や企業の人たちに声をかけていきたい。

積極的支援を、検討しても良いのだと思った。多職種とも連携して支援してきたが、市には街づくり推進する課や、地域活動支援コーナーなどもあるが、支援
員自身から相談者のその先の支援には至っていなかった。今後は連携することも検討する。色々な芽にも目を向けていきたい。

1日目　講義③と演習　「支援員としての成長、専門性の形成を考える」

支援員のキャリアサーフとしてのスタイル。その中のパドリングを自立支援に例えた考え方、キャリアサーフシートでの自己理解、社会人のしての姿勢、支援
員としての重点をおいた支援を改めて向き合い、よりよい支援を目指せるようにしたいと思った。

キャリアサーフの考え方を活用したい。現在自分が、何を理解しているか、やっているか、伝えられるかを確認することで、成長できると思う。

自身が、今どの位置にあるのか、支援員としてなにか出来ているのか出来ていないのか？整理し、振り返ることが大切。ペアワークについてはまず良く来てく
れたという姿勢が大切。自己開示の難しさを、実感。支援することばかりではなく、相談者の気持ちを見失わぬようにすること。

1日目　講義④と演習　「支援員を支える仕組み～チーム支援と支援員のメンタルヘルス」

支援員は問題解決に真面目に取り組んで自分の知識や経験からできる限り支援したい、相談者が少しでも良くなって欲しいと強く願います。メンタルヘルスに
関しては、注意が必要と感じました。上司同僚といつも話し合える環境づくりや、意識してスイッチオンオフを作ります。

日常業務でも、これで良かったのかと感じる事があったり、業務量が多くて、気づかない間にストレスがたまっている事もあると振り返る事ができました。職
場内でも、同僚や上司のストレスに気づいてお互いが支え合える職場は大切だと思いました。

支援員がメンタルでダメージを負うことは、個人の心の強さや、技量が原因として捉えない。セルフケアだけではなく、職場・組織が支援員に負荷がかかりす
ぎないような仕組みづくりをしていく。

2日目　事例検討の内容

専門事業が違えば視線がかわり、異なる支援方法が考えられる。当事者に寄り添った支援がより可能になると思った。支援は慣れてくると、自分だけで決めた
方法を取るようになるので、他の人の意見も取り入れるようにしたい。

アセスメントでいかに今までの生活状況や困ったことを知ることで、今の生活につながってきたことを理解することができるので、相談者の思いや大切にしな
ければいけないことを今後もしっかり考えていきたいと思った。

実践的な考察点が多く盛り込まれている事例でした。また、日頃、支援調整会議や情報共有において、ここまで深堀りして検討する機会がないので、大変参考
になりました。事例にタイトルをつけることは、少し意識して実践したいと想います。

様々な事業で、着目する観点が異なり、非常に参考になった。これまでワークシートを作成した機会がなかったので、タイトルを考えることも新鮮だった。今
後、意識的にストレングスに着目していきたいと思った。また急を要すること、そうでないことをよく考えて、支援を行っていきたい。

2日目　事例検討の進め方

それぞれの専門に分かれて検討しグループに持ち帰って改めて支援方針を検討する、というグループワークの方法は掘り下げた意見や議論ができてとても勉強
になった。ただそれ以外の時間配分、各班ごとの発表においては時間がなかった為か表面的な感想に終始してしまいもったいなかった。

自立支援、就労支援、住居支援、家計改善支援のグループに分かれての意見交換する事に今までになかった研修と思った。但し実務の時はこれらの事例を個人
で考えている。その後ベテランの相談員に意見をもらったり別の角度からの視点を聞いているが、今回のグループ討議では色んな角度からの意見が集まるので
良かったと思った。

自立の事業別演習において自分の発想を超えた課題想定がたくさん参加者から提示され、アセスメントの奥深さを学びました。「制度に当てはめる」「支援者
視点での支援」になりがちで、日々の業務の中で、解決を急いでしまうことには気をつけたい。「優先順位」「理想と現実」というワードにも、場面によって
は本人を中心とした支援を阻害してしまいかねないな、と考えさせられました。

一つの事例を掘り下げることで、アセスメントの共有や課題整理、分野ごとの支援のある方に時間をかけて向き合えることは良かった。

全体通しての感想・意見

小規模事業所では他の支援の現場を知る機会がなかなかないので、このような場を通してやっている事の確認が出来、支援者の勇気づけにもなる。

3年ぶりくらいの研修となり、今回参加したことで、改めての理念、基本姿勢、基本倫理を学ぶことで、視野の広がりや、固定観念の部分が和らいだような思
いがでてきました。自身の支援のおごりとかもう一度見直したい。進めて行く中の課題はあるが、最終は相談者の尊厳の確保を中心としての支援ができるよう
にしていきたい。

基本的な知識だけにとどまらず、実践で得たものをどう次に活かしていくのかという踏み込んだ内容になっていたので参加して良かったと思いました。また普
段、主任相談員以外は他の相談員と意見交換できる場がなかったので、皆さんとモヤモヤを言い合え共感してもらえたこともとても良い時間でした。

和気あいあいとしながら、取り組むことができた。何より、私自身普段の相談対応がパターン化しているな、と感じていた。パターン化になりやすいため、定
期的にこのような研修を受け、振り返りをしながら、私自身の相談対応の見直しに取り組んでいきたいと思いました。
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関東・甲信越ブロック

1日目　講義①と演習　「制度の対象者の確認、２つの目標、８つの基本姿勢、５つの支援の形、３つの倫理について」

理念を理解することは、判断に迷った時の判断軸となることを学んだ上で、グループワークのエピソードから、本人の失敗を防ぐために先回りしていたことに
気づいた。待つ力、我慢する力を磨きたい。

現場にいると目の前のことに追われてしまい、立ち止まって理念を再確認することも怠ってしまいがちだったので、今回の研修で改めて理念の再確認ができ、
支援の在り方の原点に立ち返ることができました。生活困窮者支援における８つの基本姿勢の８について、社会資源の開発よりもまずは既存の資源の発見に目
を向けることが大切であるというお話があり、はっとさせられました。

8つの基本姿勢を基に相談者への支援をしていきたいと思う。また、相談者の自立と尊厳の確保については、支援を行う上で重要であるため、複数の選択肢を
用意し、その中から相談者が自己決定できるように支援をしていきたい。

相談者の困りごとを解決していくことが優先になってしまうこともあり、相談者の願いや希望を中心に支援がすすめられないこともあるが信頼関係を構築し、
自己決定•自己選択が出来るよう、相談者中心の支援を実施していくことを再確認した。

1日目　講義②と演習　「生活困窮者自立支援を通じた地域づくりの考え方」

支援者が決めた「地域」ではなく、本人の暮らしや行動範囲から「その人にとっての地域」を定義すること。生活困窮者の多くは地域に知られたくない思いを
抱えており、画一的な地域参加はつながりにくい現実がある。だからこそ、本人の日常や安心できる範囲を丁寧に理解し、既存の人や場を活かしながら、支援
を通じて地域と抱え合う関係をつくることが重要。

地域づくりには「地域を知る」ことが不可欠であると改めて実感した。地域住民や地域資源の開拓に加え、他機関との連携や他の制度についても、さらに理解
を深めていく必要がある。

グループワークでの意見交換の中で参考となる事例を聞くことが出来た。現在の職場が小さな市であることから、社会資源が少ないが、他の支援機関と協力し
ていけるような関わりを作って行きたい。

生活困窮者の早期発見や見守りのためには、地域のネットワークが重要であることを再認識した。他職種の連携や居場所作り、人とのつながりが重要であり、
地域にある、ヒト•モノ•コトを「知る」ことが重要な活動になると思い、自分たちの地域のことをもっと知ろうと思った。

1日目　講義③と演習　「支援員としての成長、専門性の形成を考える」

支援に向けてのことばかり考えていましたが、キャリアサーフを通して、自己理解をし、自分のくらしと仕事のあり方を描くことにより、自己受容がなされ、
支援者に対する姿勢が変わり、支援者を受容し、尊重することにつながることができるのではないかと思いました。

支援者として本人のタイミングを尊重できる心のゆとりを持てるようスケジュールしていこうと思った。自分自身の支援を振り返る場（時間）を作り、制度や
理念とも照らしてみる。これからもメンバー・上司とも相談できるよう積極的なコミュニケーションを取っていこうと思った。

キャリアサーフシートの活用を現場でも行いたい。自分含め、年数が経過すると相談に慣れが生じ福祉現場での常識みたいなものにとらわれがちになってい
る。社会人としての姿勢・相談を受ける姿勢から現場でもシートなど活用したい。

1日目　講義④と演習　「支援員を支える仕組み～チーム支援と支援員のメンタルヘルス」

現場での実践において活用できると感じた点として、セルフケアの重要性が挙げられる。オンとオフの切り替えを意識することに加え、安心して働ける職場環
境の整備も同様に重要である。そのため、今後は周囲の職員とより積極的に情報共有を行い、働きやすい職場づくりに努めていきたい。

支援員のメンタルヘルス悪化は「個人の弱さ」ではなく、日々ダメージを受け続ける仕事構造による組織課題である。だからこそ、支援員が孤立しないよう
に、心理的安全性のあるチーム支援とセルフケアを両輪で整える必要がある。

相談者を支援していく中で、支援がなかなか上手くすすんでいかない状況になることがあり、支援員がストレスを抱えてしまうことが時々ある。そのストレス
を溜めないようにセルフケアが大事であり、オンオフの切り替えはとても重要である。話しやすい助け合う職場づくりは重要であり、チームワークが生まれる
ことで、高い支援にもつながっていくと思った。

2日目　事例検討の内容

事例検討は解決策探しではなく、本人の人生や気持ちを想像し、主体性と尊厳を大切にしながら支援を考えること。限られた情報でも人の輪郭を描き、強みや
可能性に目を向けて、本人が取り組める現実的な道を一緒に考える姿勢が重要だという点。

一つの事例検討でも、地域や支援者の立場の違いにより、様々な考え方や支援方法があることを学んだ。自身の現場でも多職種連携による事例検討やケース会
議を開催したいです。

どのような状況にあっても、自己決定・自己選択の大切さを改めて感じました。できるだけいろいろな選択肢を提示しながら、本人に寄り添い一緒に悩み考え
ることが支援員の役割であることを学びました。

相談者と面談し支援をすすめていく上で、相談者に自己決定してもらうが、自分の支援の進め方だけではなく、他の支援員の見立てや考えを参考にすることは
とても良いことだと感じた。自分では考えつかなかったことに気づけたり、見方を変えることで良い支援に繋がることもあると思った。

2日目　事例検討の進め方

ひとつの事例を一日かけてじっくり向き合ったのが初めてでした。他の研修はいつも不消化でしたが、途中でグループが変わった事も、深く掘り下げが出来て
良かった。

各専門分野に分かれて再び元のグループに戻ったことで、学びが深まった。経験豊富な方が多く、制度にも精通されている方から住居確保の転居費用や、フー
ドバンクの利用などについて、また子どもにかかわる立場の視点として生活環境を確認しておく必要など学ぶことが多くありました。

グループワークでは、「自立」「家計」「こども」「就労」の各分野から意見を出し合うことで、支援を一面的に捉えず、生活全体を見通す重要性を共有でき
た。それぞれの視点を組み合わせることで、より実践的で具体的な支援の方向性が明確になった。

一日かけて一つの事例を深堀りし、支援のあり方に正解を求めるのではなく、参加者一人一人の考え方から、たくさんのことを学ぶことができ、大変勉強にな
りました。
気になった点、①②③それぞれでの到達目標が事前に、はっきりわかっていればよかったと思いました。

全体通しての感想・意見

１つの事例で色んな立場の人と色んな意見を出し合う事例検討はとても有意義な研修となりました。おしつけでも決めつけでもなく本人を労い、緊急度も大事
だが長い視点で自分の力で自分の人生を決める、考えていけるように、それを待てる支援者であること。迷ったとき行き詰った時に制度の理念に立ち返り、支
援の方向性を再確認する良い機会となりました。

久しぶりの対面での研修だったが、とても勉強になった。対面研修はオンライン研修と違い、講師の方や支援員同士の交流もでき、その場で生の言葉を聞ける
のでとても良かった。他市の情報が得られたり、困っていることなども相談できたりするので参考になった。

支援員との交流は大変有意義で得るものが多かったです。現場ではそれぞれ工夫をしながらの支援されていることが分かりました。また、現在の自身の所属先
の環境も客観的に見ることができある資源を総括用して支援にに臨みたいと強く思うことができました。経験値のある方々とのワークで多種多様な意見交換が
できたのかと思います。
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九州・沖縄ブロック

1日目　講義①と演習　「制度の対象者の確認、２つの目標、８つの基本姿勢、５つの支援の形、３つの倫理について」

相談者の尊厳を意識しつつ、相談者の自立に向けた社会の中での役割を見つける事ができる支援を行うように意識を持って取り組み姿勢を確認することが出来
ました。

相談者の中には、社会とのつながりが薄く、自らで相談することが困難なケースも多いため、関係機関など横のつながりやアウトリーチ等により相談者と繋が
ることで、早期に対応ができる。こまめに関係機関との情報共有が必要だなと思いました。

施行当初から制度に関わっているが、今回の改正点などが整理出来ていなかったため良いきっかけになった。またアウトリーチによる支援について、事前準備
の重要性と相談者に会いその世帯の事を知るまでに先入観で支援を行わない(役場各所からのつなぎが増え事前情報で先走り支援方法を考えてしまう)ことが
大切であることを改めて確認することが出来た。

これまで支援員として相談業務に長く携わる中で、制度理念の『地域づくり』、基本姿勢の『社会資源の開発』部分について、漠然と壮大な印象があり、支援
員としてどのような方向性で、何をどう形にしていいのか、どのような方法があるのか、何をするべきか、イメージがわかなかったが、講義②に繋がっていく
形で研修を通して具体的なイメージに繋がりました。

1日目　講義②と演習　「生活困窮者自立支援を通じた地域づくりの考え方」

支援する側・される側という関係を超えて、生活困窮者も地域社会の一員として積極的な役割を果たすためにも、地域づくりのレベルを上げる取り組みを具体
的に行う目標が出来た。

地域づくりというと、支援員自身で開拓をしなくては、という考えが大きく、なかなかそこまでできないというプレッシャーみたいなものを感じていました
が、相談者の方が関わる地域、支援機関との連携、信頼関係を築きながら、相談者に合った支援をその地域の方たちの力を借りて開拓していくというのであれ
ば、自分もできそうだなとハードルを下げることができます。また、日頃のチーム支援、多機関との連携、支援調整会議の場もt域づくりにつながっていくと
いうことで、大切にしたいと思いました。

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸを通して、自身の地域の強み・不足を知る事が出来た。相談支援を通して相談者に必要な事を、関係機関とのチーム支援・連携を通して足りない物
を形作っていく事や地域資源の活用も『地域づくり』である。『見つけようとする姿勢』や多角的な観点から『視る・考える』習慣をつける事が地域づくりに
繋がる一歩と知る事が出来て、『地域づくり』が具体的に見えてきました。

支援者目線ではなく、本人の視点本人から見えている世界(地域)を理解する(理解しようとする想像力)が重要であるとの言葉にはっとしました。改めて、本
人の視点(思い)を知り、理解し共有しながら地域作りに活かしていくことの大切さを学びました。

1日目　講義③と演習　「支援員としての成長、専門性の形成を考える」

キャリアサーフの考え方はイメージしやすく、今の自分の位置確認がしやすいと思いました。職場でも他の支援員とも共有したい内容ばかりでした。特に、基
本姿勢やマナーは組織として意識していなかったと気付かされました。メンバーシップももっと共有したい。

キャリアサーフ・シートによる自らの振り返りやあり方の検討は初めての経験だったため、今回は難しく受け取ってしまいましたが、支援員として立ち返るこ
とを念頭に少しずつ活かしていきたいと考えました。

キャリアサーフの２つのポイントを今回初めて知りました。時々は立ち止まってみて、日頃の自身を振り返る（ワークライフバランス、支援員としてのスキ
ル、メンタルヘルス等）ことを、シート活用で対応し、他職員にも共有します。また、ともにサーフィンをしている仲間がいる、ということを職員皆で感じら
れるよう、安心安全な環境を提供していけるよう努めたいと思います。

1日目　講義④と演習　「支援員を支える仕組み～チーム支援と支援員のメンタルヘルス」

自治体によっては、自立・就労・家計を1人でされているところや、そもそも支援員が1人しかいないなど、すぐに相談できる同僚や上司がいない環境で支援
をするとなると、相談員自体が潰れてしまうのではないかと感じた。また、不満や愚痴は溜め込むのではなく、相談できる相手に相談し、風通しの良い職場作
りが大切だと思いました。

「支援員は相談を受けるたびに小さな傷を受けながら仕事をしている」という言葉に大きくうなずいてしまった。チームワークのために互いの日々の声掛けが
必要ということで、事業所でも気にかけあいながら業務にあたりたい。

メンタルヘルスへの対応の仕方の基本についてや、チーム作りの視点については日常的な業務において活用ができると感じた。グループワークのなかで他の自
治体の支援者が感じているもやもやなどを共有することで、自分の感じているメンタルヘルスの課題などを消化できた。

2日目　事例検討の内容

支援をしているとつい失敗しないようにと慎重になり過ぎてしまい、その人のニーズや思いが薄くなりがちになるが、相談者の思いを汲み取り配慮をもって支
援していく事が大切であるという事を学び直す事ができました。

１つのケースの中の１つの課題についても相談員のパーソナリティや立場や経験の違いによって様々な見方、アイデアが生まれ、ディスカッションの大切さを
実感した。また支援方針を早い段階で決め打ち、固定してしまうのも支援の妨げになることがあると感じ、今後のケース検討に活かしていきたいと考える。

事例を振り返る中で、相談内容として困っている状況や課題を整理しながら、本人の心情に目を向けて考えることができました。その中で、日々の支援では本
人の現状回復に意識が向きやすく、心情への着目が十分でなかったことに改めて気づくことができました。今後は、本人の現状や課題を見ることと同じくらい
の気持ちで、本人の心情にも丁寧に寄り添っていきたいと思います。

一つの事例に対しての検討をじっくりすることでアセスメントに必要な考え方や、今後の支援方針、全体的な支援の組み立て方などを再度考えることができ
た。グループのなかで話をするなかで、今後の支援に活かせそうなアプローチの方法などを知ることもできた。

2日目　事例検討の進め方

検討する方向が変わり、全体的、専門性、そしてトータルに、と深掘りできたのが良かったです。色々な意見を聞いて、改めて、自分の考えも少し変わったり
と面白かったです。

自立・就労・家計・子どもなどに分かれ、各分野からの視点で支援の方向性について、考えることができ勉強になった。専門事業の中でもいろんな視点があ
り、まず相談者がどんな人なのかを考えることにより背景や想いを汲み取り本人の意思を尊重し寄り添うことが大切なんだと感じました。

今回の事例検討の進行は、これまでになく新鮮でした。支援員は支援ありきで課題を探る癖がついているということが分かり、反省させられました。課題に結
びつけるだけの支援ではなく、当事者の気持ちを優先して考え、それから当事者の気持ちに寄り添う支援を考えることで、たくさんの意見が出て、支援の幅が
広がりすぎて時間がいくらあっても足りませんでした

自分の中で事例を振り返り整理したうえで、グループ内で話し合うことができ、とても良い時間となりました。また、一つの事例を事業別に話し合うことで、
それぞれの立場や専門的な視点から、本人や本人家族について考えることができ、有意義でした。

全体通しての感想・意見

全体を通してグループワークが多く、他の自治体の意見を聞くことがてきて良かった。今回の研修を通して他の自治体と話ができたことで今後の支援をする上
での参考になった。

生活困窮者自立支援制度の理念を再確認したスタートで、後半は支援員としてチーム支援の大切さや自身や他職員のメンタルヘルスの向き合い方を学び、二日
目は一つのケースをより深堀りして、また各事業に分かれてのワークを通して、それぞれの事業の強みも確認でき、バランスよく学べた二日間になったと感じ
ています。

支援や日々の業務に苦慮していたり、もやもやもあったり、日々の生活での大変さなども共有でき、みんなが頑張っているんだと実感できた。生活困窮者自立
支援制度の基本的な理念、基本姿勢を再認識し、今後の支援の基盤としていきたい。そのうえで、当事者本人の価値観とチャンネルと合わせることも関係構築
をおこなっていくうえで大事であり、円滑な支援にもつながっていくことを理解した。生活困窮者自立支援を通じた地域づくりとして学んだことを、現在の所
属している地域づくりにも活かしていけるようにしたい。

支援員になって、数年が経ち、久しぶりの他県の方の支援者との研修で、最初は緊張し、事例検討も新しいやり方で、戸惑いもあったが、楽しく研修を受ける
ことができた。また、グループごとの発表のあと、講師の専門的なアドバイスもよかった。
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北海度・東北ブロック

1日目　講義①と演習　「制度の対象者の確認、２つの目標、８つの基本姿勢、５つの支援の形、３つの倫理について」

今までの研修でも何度か習ってきた大事な部分だと思っていますが、実際の業務に入ってしまうと忘れがちです。こういった研修で定期的に見直すことで改め
て再認識でき、今までの支援過程において、もしかしたら不足していた部分が見直されるいい機会だと思いました。

尊厳の確保や本人の主体性など、本人のこだわりや譲れない事を確認しなから支援を行う。本人にやれることを伝えるが、伝わらない時は、伝え方を変える。
アプローチを変えてみる。

8つの基本姿勢から、これまでも行ってきたことではありますが、包括的に対応する為、より多くの関係機関との連携をとること、早急な支援を要しない場合
には時間をかけてしっかり向き合い、継続的な支援を行う、幅広い支援の為に社会資源の開拓を実践します。

普段面談の中で、やはり課題に目が行きがちでありましたが、今一度対象者の強みにも目を向けて、これから先の自立に向けて活かしていく視点を忘れてはい
けないと思いました。

1日目　講義②と演習　「生活困窮者自立支援を通じた地域づくりの考え方」

新しいことを作り出すだけではなく、対象者の周りに今ある人、資源にどう結びつけていくか、それも地域づくりになっていくことを改めて感じました。

情報交換をした中で、日々の支援の中に地域との連携を行える機会が多々あると知った。敏感に感じとり、地域づくりに繋げたい。

やみくもに社会資源を開拓するのではなく、本人のニーズに対応した社会資源を活用する。今まで企業開拓何件という数字にとらわれていた部分があるが、そ
うではなく本人を起点に社会資源と繋がっていきたい。

地域作りの図を見てみるとまだ、連携をしたことがないところもあり、一度声をかけて連携を試みたいと思いました。地域の人にどれくらい自立支援センター
があると認識されているのかなと、まずは地域の民生員から認識を得たいと思います。

1日目　講義③と演習　「支援員としての成長、専門性の形成を考える」

キャリアサーフ・シートに記入することで自分のできること苦手なことを整理することができました。相談者さんに寄り添った対応をするように心がけていま
すが、まだ経験が浅く、制度を活用したり、多角的な視点での対応ができていないので、シートを見ながら自分に足りないところを勉強していこうと思いま
す。

キャリアサーフシートを利用することで、取り組みたいアクションを明確にし、取るべき行動を冷静に考えることで自分自身のあるべき姿が見えてくと感じ
た。毎年誕生日にシートの作成をしていきたい。

常に成長していかなくてはいけない思いがあったが、振り返りタイミングを待つ「キャリアサーフ」の考え方を聞いて見直しも重要であることが腑に落ちた。
これは相談対応にも言える事であると確認できた。

1日目　講義④と演習　「支援員を支える仕組み～チーム支援と支援員のメンタルヘルス」

心身のケアをし自身の体調を整えておくことが大切。また「チームでの仕事」をしているという自覚を持ち報告、連絡、相談を常に意識し相手にちゃんと伝
わっているか確認していきたい

日々の支援の中で自分自身のことは二の次となってしまうことが多いが，職場全体でのケアと育成を考え、職員研修の場で，職員のメンタルヘルスを取り上げ
ようと思った

普段の相談支援と同じように信頼関係からチームワークが出来ていくと捉えた。心理的安全性を考えながら働きやすい職場環境を作っていきたい。

2日目　事例検討の内容

可視化された一定の情報から、背景を想像し、読み解く力というのは少し養われた気がします。ほかの相談員の感想などを聞くと、自分では想像できなかった
部分も出てきて、多角的な視点が大事になると思いました。

複数の視点が支援において必要であることを再荷認識できた。また、専門分野の知識をより知る必要性を感じ今後行うべきことに繋がった。

事例検討のワークシートでは、一人では多くは出てこないが、他の支援機関と一緒に話す、意見を聞くことで、相談者本人の見えない部分が出てくると感じ
た。自分一人ではなく、一緒に働く職員、他の支援機関にも意見を求めていきたい。

1日かけて事例を深めていくことで、その人のこれまでの人生や生き方、その人の価値にフォーカスできた。日々の業務では表面的な課題解決ばかり急いでい
ないか、相談者と関係を築く前に終結しておないだろうかと反省した。全てのケースに時間をかけることは難しいが、意識して関わることで接し方は変わると
思うので、その人の生き方に思いをはせる関わりをしていきたいと思った。

2日目　事例検討の進め方

私たちは包括的に支援を行う自立相談支援機関なので、自立、居住、子ども、家計をそれぞれの支援員が分担して支援し、進め方を話し合うといった経験は初
めてでした。実際の業務にはそのままフィードバックできませんが、チームプレイとはこういうものなんだということが理解でき、優先順位の決め方など活か
せる部分もあると感じました。

一つの事例をまる一日かけてグループで検討すること自体が初めてでした。色々な視点があり、また地域によっての考え方の違いを感じました。

各事業ごとに分かれ最終的に混合グループで今後の支援を検討する進め方は初めてだったが、とてもよかった。一日を通して検討したことで、時間をかけて事
例に思いをはせことができよかった。

一連の流れを一度で考えるのではなく、区分していたこと、今するべきことを分かりやすく示して頂きながらの事例検討となり意見が出しやすい環境でした。
他のグループがまとめた内容を拝見することもでき、様々な角度からの意見がありとても参考になりました。

全体通しての感想・意見

支援員一人では解決することが難しいことも、他領域の方と意見交換をすることで、新しい対応案が見つかることを体感できました。地域でも多職種でも「連
携したいけどできない」をなくしていきたいです。

広く他の支援機関での考え方、視点を話す機会となり、自分自身を改めつつ、自信を持つことにもつながりました。また、メンタルヘルスに関しての研修も
あってとてもよかったです。

研修は「現任者の健康診断」というのがありましたが、まさにその通りでセルフメンテナンスが必要と感じた気づきも多かったです。また初任者研修とは明ら
かに違ったレベルの高い意見交換、経験を感じさせる接し方・話し方などにも感銘を受けました。もっともっと多くの支援者に広めていきたいですね。
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中国・四国ブロック

1日目　講義①と演習　「制度の対象者の確認、２つの目標、８つの基本姿勢、５つの支援の形、３つの倫理について」

制度の再確認ができ、改めて気持ちを引き締めて今後も支援していこうと思いました。基本姿勢について考えながら、どう対応すれば良いか悩むこともありま
したが、今日の研修で考え方に発見もありました。今後の支援に活かしていけるよう努力しようと思います。

自己決定が難しい相談者に対して、納得し自身で選択できるよう制度説明や選択肢の提示が改めて大切だと感じた。制度を相談者にあわせた説明をする上で、
しっかりと理解していなければいけないと再認識した。

既存の制度では対応できない困窮者へ包括的にアプローチするために生まれたシステムだということが分かった。枠にとらわれず必要な支援であれば現場から
届けることができると認識して、柔軟な発想で実践していきたい。

対象者をありのままを認めること。先入観を持たず否定せず。難しいが、それにより対象者が心を開き信頼関係を築くことができると理解した。

1日目　講義②と演習　「生活困窮者自立支援を通じた地域づくりの考え方」

気の合う仲間でつくった場が地域づくりにつながっていくことになる。ちょっとした関係づくりから広がっていくことになるので、まずは地域に何があるのか
を見つけることから始めたい。

今まで社協内の他機関や行政との連携が主だったが、もっと外に目を向けて他団体やインフォーマルな地域の社会資源と繋がれる関係づくりが必要だと思いま
した。支援で使った社会資源を記録し一覧にし内部で共有したいと思いました。

地域の特性を知り、その地域ならではの支援が地域を活性化するんだなと思いました。宇和島も日頃からのコミュニケーションを生かして、住民が「楽しく」
「やれることをやっただけ」というのが印象に残りました。災害をみんなで支え合って乗り越えようとの地域の温かさと優しさ、地域の力を感じました。日頃
から仲がいいというのは強みだなと思いました。

地域のネットワークの強化や地域のつながる地域力はとても重要でありいきなり大きいものを作るというのではなく、こんなものがあったらよいと思える資源
やこことつながれば更に支援の輪が広がるという視点でできることから進めてみたいと感じました。

1日目　講義③と演習　「支援員としての成長、専門性の形成を考える」

自分のキャリアサーフ・シートを作成し、自分の良くない状態の部分を再認識できました。自分自身でしなければならないこと、職場としてしなければならな
いことが明確になったと思います。それをどうしていくかが今後の課題です。

キャリアサーフ・シートが凄くいいなと思いました。ワークでお互いが発表したことで、相手が今何に悩んだり、興味をもったりしているのかが解り、それに
より自分も分析もできた事が良かった。自分の状態を理解するために、時々このシートを使っていこうと思っている。

支援員が専門職として成長していき、また、専門性を形成していくためには、現状を振り返り、次なるステップに向けた目標を立てることが大切となってくる
ため、自身の立ち位置を確認し、立ち止まる（振り返る）時間を大切にして、次なるアクションへの見通しを立てていく様子をイメージしていけるように支援
に活かしていきたいと思いました。

1日目　講義④と演習　「支援員を支える仕組み～チーム支援と支援員のメンタルヘルス」

事業所内すべての人がメンタルヘルスを考える機会を持つべきだと思いました。みんなで学んだうえで全員が支え合う職場づくりをしたいと思いました。職場
環境が良いことは一番の支えになります。

職場全体で、支援の価値観を尊重し共有していけるよう普段から職員同士で対話を意識し、コミュニケーション作りに取り組んでいきたい。日頃のもやもやを
吐き出したり、共有したりすることで、新たな視点やアイデアも生まれてくると思う。

支援員のメンタルヘルスについてはこれまで余り考えて来なかったが、二次的外傷性ストレスやバーンアウト、逆転移に代理性心的外傷などを引き起こすこと
があり、スーパービジョンなど、その対策やケアについて学ぶことができて良かった。

2日目　事例検討の内容

ひとつのケースに対して他の専門部署の方と密に意見交流出来る機会が良かった。立場から見えるものの違いを理解する上で良い経験だった。

8つの基本姿勢と結びつく事例であった。ケースの整理。時系列で相談者の生活歴を整理する。本人のつながり（家族・親族、地域との関係）を俯瞰する。先
に資源整理、連携先の役割・機能を収集しておく。家族支援の視点が弱かったため、支援の深さを感じさせられた。フォーマルな機関だけではなく、地域福祉
コーディネーターなどの地域支援を担う職種とも考える場を試みたい。

時系列や項目等様々な視点から整理し詳細に検討し直すと、新たに見える事があると思った。小さな疑問に気づき、見逃さないようにしたい。

初回相談場面で、初めから自身の全てをありのままに話してくれる相談者は殆どいない。信頼関係の重要性、丁寧なアセスメント力、課題の優先順位のみたて
は非常に大切であると感じました。アセスメントを行う際にも支援者は常に「相談者本人の幸せとは何か」を考えていくことを忘れてはいけないことを学びま
した。

2日目　事例検討の進め方

自分の職場では自立・家計・就労の支援ができるがゆえに独自でもフットワーク軽く即時に動けることは良いと思いましたが、半面、枠の外を出ない支援で落
ち着いていないか、と振り返りました。改めて私たちが関わる相談者は複合的で複雑な問題を抱えている方たちなのだと感じました。多機関で関わり、伴走的
な支援が必要であると改めて考えさせられました。

限られた時間ではあったが、チームアプローチの展開を体感できる事例検討であった。各職種との対話、支援方針を決めていくプロセス等、今回の方法を実践
の中でさらに高めていきたい。グループ発表・共有の中で、自分にはない視点等も気づかされた。

グループワークをしていく中で、見立や連携先を考えることで、新たな気づきや、他市町や他事業のインフォーマルサービスや取り組みなどを聞くことが出来
た。支援者視点の意見が中心的になりがちで、本人や子どもの気持ちにも耳を傾けていけるような支援方法（相談者本人が幸せになる）に着目して考えていき
たい。

それぞれの得意分野での意見交換は非常に役立ちましたし、元のグループに戻り再度事例検討すると新たなアプローチも見えてきて非常に役立ちました。

全体通しての感想・意見

今回の研修は、グループで話し合うことで沢山の気づきがありました。基本的な座学は必要だと思いますが、支援員同士が支援方法について、意見を出し合い
検討することは、支援員の成長にも繋がると思いました。

初めて県外での研修に参加しました。スケジュールでワークが多くて不安もありましたが、意外にグループワークが楽しかったです。同じ悩みがあったり、ま
た違った視点に気付かされたりと新鮮でした。生活困窮のメンバーの熱が感じられたことが嬉しかったです。この研修で学んだことを少しでも活かせるように
したいです。

今回の研修では深い学びにつながる内容が多かった。事業所内の職員全員が初任者向けの研修を経て、次のステップとしてこの研修を受けていく意義を感じ
た。一人ひとりの支援観に対して共感・支持しあい、それぞれの専門的視点から相談者のよりよい生活につながるための対話の場の重要性を学んだ。

グループワークが多く、実践に繋げられたり、職場に持ち帰り、職場内で共有できそうな内容だった。　相談者との対話はもちろんだが、職場内や支援機関、
インフォーマルな資源の支援者や地域住民などとの対話も重要で大切にしたいと思った。自分のスケールで価値観を決めつけるのではなく、じっくり対話をし
ながら、本人の価値観や尊厳と自己決定を大切にしていきたい。相談者の言葉に耳を傾け、相談者に寄り添える相談員を目指したい。
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